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月 定 例 会12 月 定 例 会

12月定例会
　12月定例会は10日から16日まで、７日間の会期
で開催されました。
　工事請負契約の変更や一般会計第４次補正予算、
一般会計第３次補正予算の専決処分の承認など、８
議案が原案の通り可決され、16日に閉会しました。

主
食
用
米
・
山
菜
生

主
食
用
米
・
山
菜
生

産
者
の
経
営
継
続
を

産
者
の
経
営
継
続
を

支
援
支
援

議案第94号

令
和
３
年
度
古
殿
町
一
般
会
計
第
４
次
補
正
予
算

令
和
３
年
度
古
殿
町
一
般
会
計
第
４
次
補
正
予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
や

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
、
主
食
用
米
・
山
菜
生
産

者
へ
の
支
援
な
ど
４
３
６
６
万
７
千
円
を
増
額
し

総
額
を
45
億
９
９
９
１
万
円
と
す
る
も
の
。

　
可
決

全
員
賛
成

　
可
決

全
員
賛
成

Ｑ　
山
菜
生
産
者
へ
の
支
援
金
３
０
０
万
円
の
根
拠
は
。

Ａ　

う
る
い
な
ど
の
山
菜
の
一
パ
ッ
ク
価
格
は
通
常

１
４
５
円
程
度
で
す
が
、
そ
の
20
％
に
出
荷
量
を

掛
け
て
算
出
し
ま
し
た
。

Ｑ　
主
食
用
米
生
産
者
支
援
の
対
象
戸
数
は
。

　
　
５
０
０
０
円
よ
り
も
多
く
の
支
援
が
必
要
で
は
。

Ａ　
対
象
戸
数
４
３
７
戸
。
協
議
を
し
ま
し
た
が
、
今

年
は
カ
メ
ム
シ
被
害
が
な
か
っ
た
た
め
昨
年
と
同

額
に
し
ま
し
た
。

Ｑ　
燃
料
費
の
高
騰
に
よ
る
ハ
ウ
ス
栽
培
生
産
者
へ
の

燃
料
費
支
援
は
。

Ａ　
今
後
の
補
正
予
算
と
し
て
後
ほ
ど
協
議
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ＱＡ
質　
疑

質　
疑

ＱＡＱＡ

中
学
生
以
下
の
児
童

中
学
生
以
下
の
児
童

１
人
現
金
５
万
円
の

１
人
現
金
５
万
円
の

支
給
支
給

議案第89号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
古
殿
町
一
般
会
計
第
３
次
補
正

（
令
和
３
年
度
古
殿
町
一
般
会
計
第
３
次
補
正

予
算
）

予
算
）

　
国
が
先
行
的
に
児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
中

学
生
以
下
の
児
童
の
保
護
者
に
、
児
童
１
人

５
万
円
の
支
給
を
決
定
し
た
た
め
、
そ
の
支
給

と
町
独
自
に
所
得
制
限
な
し
で
全
児
童
へ
の
支

給
を
行
う
も
の
。

Ｑ　
町
の
先
行
給
付
だ
が
、
今
後
、
高
校
生
や
追
加

の
５
万
円
の
給
付
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

Ａ　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
国
の
通
達
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
後
ほ
ど
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

Ｑ　
大
学
生
や
専
門
学
校
生
へ
の
支
援
は
。

Ａ　
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
皆
さ
ん
と
相
談
し
た
上

で
方
向
性
を
決
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ＱＡ
質　
疑

質　
疑

ＱＡ

〇ワクチン接種事業　� 2,993万1,000円

〇山菜農家への支援（145円の20％×出荷量）　� 300万円

〇主食用米農家への支援（10アールあたり5,000円）　� 770万円

〇中学生以下の児童　１人５万円の支給　� 2,724万5,000円

主なコロナ対策での補正予算主なコロナ対策での補正予算

（
※
世
帯
や
古
殿
ミ
ニ
ト
マ
ト
生
産
部
会
へ
の
燃
料
費
助
成

　
　
が
行
わ
れ
ま
し
た
）

（
※
10
万
円
は
現
金
一
括
給
付
に
な
り
ま
し
た
）

審議議案
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期末手当の減額期末手当の減額 大豆乾燥調製等機械の購入大豆乾燥調製等機械の購入

臨　時　会
11月29日 10月25日

議　案
第86～88号

議案第85号

県人事委員会が勧告した内容に準じる。
議 会 議 員　０．１月分引き下げ
町長等特別職　０．１月分引き下げ
職　　　　員　０．１５月分引き下げ
　　　　　　　（会計年度任用職員含む）

大豆乾燥調製等機械　一式
金　額　８８６万４，９００円
相手方　株式会社南東北クボタ
　　　　石川営業所　所長　大谷直樹
Ｑ　購入に至った理由は。
Ａ　振興作物として奨励している大豆を、刈り取りから乾燥調
製まで一体的に作業するためです。
　また、昨年まで作業を依頼していた方
が、今年は引き受けられないなどの事情
もありました。可　決

全員賛成
可　決
全員賛成

12月定例会 議案審議と各議員 賛  否賛  否の

期末手当支給割合の
引き下げ

財産の取得

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

議案番号 議　　案　　名
採　
決

１ 

鈴　
木

２ 

常　
盤

３ 

松　
崎

４ 

野　
崎

５ 

藁　
谷

６ 

佐
籐(

弘
）

７ 

矢　
内

８ 

佐
藤（
一
）

９ 
岡　
部

10 
木　
戸

11 

佐　
川

12 

緑　
川

議案
第89号

専決処分の承認を求めることについて
(令和３年度古殿町一般会計第３次補正予算) 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
Ｐ2に掲載

議案
第90号

古殿町国民健康保険条例の一部を改正する条例の
一部を改正する条例 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コロナ罹患者に対する傷病手当金支給の適用期限
を令和４年３月３１日まで延長

議案
第91号

工事請負契約の変更について
可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ふるどのこども園法面対策工事の請負金額557万

4,800円の減による変更

議案
第92号

工事請負契約の変更について
可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇介護事業所「コスモス荘」建築工事（Ⅱ期）の請

負金額74万8千円の減による変更
議案

第93号
町道路線の認定及び廃止について 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
宅地造成に伴う町道の改良によるもの

議案
第94号

令和３年度古殿町一般会計第４次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｐ2に掲載

議案
第95号

令和３年度古殿町国民健康保険特別会計第３次補
正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
一般被保険者療養費の増加などにより61万5千円
を増額し、総額を5億7,028万円とする

議案
第96号

令和３年度古殿町介護保険特別会計第２次補正予
算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
介護サービス等給付金の増加などにより12万8千
円を増額し、総額を8億7,694万3千円とする
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常任委員会常任委員会のの活動活動
　総務常任委員会は、ふるどのこども園法面対策工事、古殿町民体育館シャワー設備設
置工事などを視察し、状況を確認しました。現地視察後、視察箇所について意見交換を
しました。

　産業建設常任委員会は、町道竹貫田いわき線改良工事、古殿町介護事業所「コスモス
荘」建築工事（Ⅱ期）などを視察し、状況を確認しました。現地視察後、視察箇所につ
いて意見交換をしました。

令和４年１月に完成予定のこども園法面対策工事

工事請負契約の変更があったコスモス荘建築工事

こども園法面対策工事などを調査こども園法面対策工事などを調査

コスモス荘建築工事などを視察コスモス荘建築工事などを視察

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

　一般質問は１２月１５日に７人の議員が１３
問の質問を行いました。質疑の一部を要約
してお伝えします。

野 崎 喜 彦 議員� …………………………6
（１）農業の振興策と支援事業について
（２）「新しい道の駅」への取り組みと現状について

鈴 木 　 隆 議員� …………………………7
（１）新型コロナワクチン３回目接種及び新たな経
　 済対策対応について
（２）町の産業振興政策の取り組みについて
（３）デジタル変革（DX）推進の対応状況について

木 戸 久 康 議員� …………………………8
（１）町の将来に向けた財政負担の軽減を問う

佐 藤 弘 信 議員� …………………………9
（１）令和４年度の事業計画と財源の確保について

藁 谷 直 吉 議員�…………………………１0
（１）高齢者への行政支援について

岡 部 淳 一 議員�…………………………11
（１）投資的土地取得の有り様と問題点
（２）現在取り組み中の施策と今後に向けた考え方

松 崎 法 通 議員�…………………………１2
（１）高齢化社会に向かってのより良い生活のあり
　 方と町の対応について
（２）町のライフラインの維持管理と対応について
（３）大網庵を観光の拠点に

町政町政をを質質すす
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一 般 質 問一 般 質 問

　
今
も
続
く
風
評
被
害
と
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
農
家
は
か

つ
て
な
い
大
打
撃
を
受
け
て

い
る
。
主
食
用
米
か
ら
の
作

付
け
転
換
も
迫
ら
れ
て
い
る
。

野
崎　
21
年
産
米
の
生
産
数

量
・
品
質
の
昨
年
比
は
。

町
長　
主
食
用
米
の
作
付
面

積
が
約
１
９
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
約
９
５
０
ト
ン
。
昨
年
は

カ
メ
ム
シ
被
害
の
影
響
で
一

等
米
が
23
％
。
今
年
は
85
％

に
改
善
し
ま
し
た
。

野
崎　
米
価
下
落
に
対
す
る

町
独
自
の
支
援
策
は
。

町
長　
主
食
用
米
・
山
菜
生

産
者
、
ト
マ
ト
栽
培
農
家
の

支
援
も
検
討
し
ま
す
。

野
崎　
転
作
作
物
の
作
付
け

の
現
状
と
今
後
は
。

町
長　
飼
料
用
米
が
約
79
ヘ

ク
タ
ー
ル
。
大
豆
・
小
麦
な

用地の取得交渉が進められている道の駅周辺

ど
が
約
５・６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

ト
マ
ト
・
う
る
い
な
ど
が
約

６・５
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
主
食
用

米
か
ら
の
転
換
を
推
進
し
、

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

野
崎　
「
収
入
保
険
」
の
加

入
状
況
は
。
加
入
者
へ
の
補

助
の
考
え
は
。

町
長　
令
和
３
年
の
加
入
者

は
４
名
。
来
年
は
３
名
の
加

入
申
請
が
あ
る
よ
う
で
す
。

補
助
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

野
崎　
「
地
域
担
い
手
支
援
」

へ
の
強
化
策
は
。

町
長　
国
県
の
補
助
事
業
等

の
活
用
、
農
地
の
集
積
、
集

約
化
等
を
図
り
な
が
ら
支
援

し
ま
す
。

野
の

崎
ざき

　喜
よ し

彦
ひ こ

 議員

農業の振興策と支援事業を

農業政策

Q
Ａ 米・山菜・トマト栽培農家を支援します

道の駅
「新しい道の駅」への取り組みと現状はQ
Ａ 土地の取得交渉は結論に至っておりません

野
崎　
「
事
業
認
定
」
を
含

め
た
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長　
用
地
の
取
得
を
最
優

先
と
し
、
決
定
次
第
、
基
本

設
計
、
実
施
設
計
へ
と
進
め

ま
す
。

野
崎　
土
地
の
取
得
交
渉
過

程
と
現
状
は
。

町
長　
９
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
地
権
者
へ
の
個
別
訪
問

そ
の
後
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
結
論
は
出
て
い

ま
せ
ん
。

　
御
斎
所
街
道
の
大
規
模
な

整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
、
今

後
は
交
通
量
も
増
え
る
。

　
「
道
の
駅
」
は
今
後
、
交

流
人
口
等
の
拡
大
に
よ
り
町

の
経
済
活
性
化
に
寄
与
す
る

重
要
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

野
崎　
道
の
駅
拡
張
に
伴
う

検
討
委
員
会
は
開
催
さ
れ
た

の
か
。

町
長　
ま
だ
開
催
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

燃油高騰によって経営が厳しいトマト栽培農家
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町ホームページに掲載されている２醸造所
（町ホームページより）

改善が検討されている接種会場

鈴
木　
米
価
下
落
で
大
打
撃

を
受
け
た
生
産
者
へ
町
独
自

の
助
成
を
行
う
か
。

町
長　
経
営
継
続
の
支
援
金

交
付
を
予
定
し
て
お
り
、
補

正
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

鈴
木　
人
、
農
地
プ
ラ
ン
実

質
化
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　
町
内
10
行
政
区
で
地

区
別
座
談
会
を
開
催
し
、
地

区
ご
と
の
案
を
ま
と
め
ま
し

た
。
今
後
、
検
討
会
を
実
施

し
、
２
月
に
公
表
予
定
で
す
。

鈴
木　
町
の
看
板
と
も
い
え

る
品
評
会
受
賞
醸
造
所
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
る
か
。

一 般 質 問一 般 質 問

新型コロナワクチン3回目接種
　　　　および新たな経済対策対応は

コロナ対策
Q

Ａ 国の動向を注視し実施に向けた準備を進めます

鈴
すず

木
き

　隆
たかし

 議員

産業振興
町の産業振興政策の取り組みはQ

Ａ 町ホームページから２軒の品評会受賞
醸造所のホームページにリンクできます

「
デ
ジ
タ
ル
変
革
（
Ｄ

Ｘ
）
推
進
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
」
の
質
問
も

行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

質
の

問

鈴
木　
３
回
目
接
種
は
い
つ

か
ら
行
う
の
か
。

町
長　
２
回
接
種
完
了
し
て

い
る
医
療
従
事
者
の
方
か
ら

接
種
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

集
団
接
種
は
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
等
、
流
動
的
な
要
素
が
多

く
、
国
の
動
向
を
注
視
し
計

画
を
固
め
た
上
で
町
民
の
皆

様
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鈴
木　

接
種
の
優
先
順
位
、

手
順
、
会
場
、
ス
タ
ッ
フ
は

前
回
同
様
か
。

町
長　
２
回
接
種
を
受
け
た

順
に
接
種
を
行
い
ま
す
。
手

順
等
は
前
回
同
様
で
す
が
、

高
齢
者
の
方
な
ど
、
な
る
べ

く
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
会

場
を
改
善
し
実
施
し
ま
す
。

町
長　

町
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
掲
載
し
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
２
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
で

き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
際
に

は
商
品
の
持
参
・
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　
新
た
な
経
済
対
策
へ

の
事
業
計
画
や
準
備
は
で
き

て
い
る
か
。

町
長　
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
交
付
金
の
拡
充
で
す
が
、

具
体
的
に
は
今
後
の
公
表
と

な
り
、
国
や
県
の
動
向
を
注

視
し
計
画
策
定
や
準
備
を
進

め
ま
す
。

鈴
木　
そ
れ
に
伴
う
歳
入
を

ど
の
く
ら
い
見
込
ん
で
い
る

か
。
ま
た
、
事
業
後
の
経
済

波
及
効
果
の
目
標
数
値
は
。

町
長　
交
付
金
の
詳
細
な
情

報
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め

現
時
点
で
は
未
定
で
す
。
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木
戸　

現
在
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
は

何
％
か
。
ま
た
、
メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

町
長　
令
和
３
年
11
月
30
日

現
在
の
取
得
状
況
は
、
申
請

者
数
が
１
２
９
０
人
、
交
付

済
み
が
１
１
３
２
人
で
、
申

請
率
が
26
・
４
％
、
交
付
率

が
23
・
２
％
で
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
、
公
的
な
身

分
証
明
書
と
し
て
本
人
確
認

の
た
め
利
用
で
き
る
ほ
か
、

年
金
や
児
童
手
当
等
の
手
続

き
に
お
い
て
、
住
民
票
や
所

得
証
明
書
等
の
添
付
書
類
が

省
略
で
き
、
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機

関
等
で
使
用
す
る
健
康
保
険

被
保
険
者
証
と
し
て
の
利
用

や
所
得
税
の
確
定
申
告
に
お

町発注の河川改修工事（松川字大作地内）

保険証の代わりになるマイナンバーカード

け
る
電
子
申
告
で
の
利
用
、

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

な
ど
、
次
第
に
利
用
機
会
の

拡
大
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
。

木
戸　
現
在
、
町
発
注
の
工

事
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
か
。

町
長　
現
在
、
地
域
整
備
課

お
よ
び
各
担
当
課
で
発
注
し

て
い
る
工
事
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

木
戸　

令
和
２
年
度
現
在
、

借
地
施
設
は
何
施
設
で
何
件

か
。

町
長　
国
有
林
野
地
内
の
施

設
を
除
き
、
20
施
設
で
26
件

で
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

木
戸　
コ
ス
モ
ス
荘
の
舗
装

工
事
を
完
成
後
に
行
っ
た
理

由
は
。

町
長　
コ
ス
モ
ス
荘
Ⅰ
期
工

事
完
了
後
、
敷
砂
利
部
に
つ

い
て
再
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

平
常
時
は
も
と
よ
り
緊
急
時

の
駐
車
場
と
し
て
の
利
用
、

各
種
事
業
実
施
時
に
お
け
る

利
便
性
の
向
上
等
を
考
慮
し

西
側
の
道
路
補
修
工
事
と
併

せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

木
き ど

戸　久
ひさ

康
やす

 議員

町の将来に向けた財政負担の軽減を問う

財　政

Q
Ａ 借地の解消に努めます

木
戸　

地
権
者
は
何
人
で
、

年
間
に
支
払
う
総
額
は
い
く

ら
か
。

町
長　
62
人
で
４
１
９
万
３

５
１
３
円
で
す
。

木
戸　
見
直
し
も
考
え
、
ま

た
解
消
で
き
る
件
は
取
得
す

べ
き
と
思
う
が
、
そ
の
考
え

は
。

町
長　
解
消
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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佐
藤　
既
存
の
事
業
に
対
し

て
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
事
業
別
予
算
書
、事

業
別
決
算
書
を
作
成
し
、前

年
度
評
価
を
行
い
ま
す
。

　
予
算
編
成
時
に
前
年
度
お

よ
び
現
年
度
の
評
価
を
し
な

が
ら
、次
年
度
施
策
へ
反
映

し
ま
す
。

予算編成

一 般 質 問一 般 質 問

佐
藤　
主
な
継
続
事
業
は
。

町
長　
中
山
間
地
域
等
交
付

金
事
業
、ふ
く
し
ま
森
林
再

生
事
業
、道
路
改
良
事
業
、道

路
維
持
補
修
事
業
等
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

佐
藤　
新
年
度
の
特
筆
す
べ

き
重
要
施
策
は
何
か
。

町
長　
現
在
、予
算
編
成
中

で
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
の

復
興
に
係
る
事
業
が
重
要
と

考
え
ま
す
。

佐
藤　
町
民
の
要
望
を
く
み

上
げ
、ど
の
よ
う
に
事
業
に

反
映
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
各
担
当
課
等
に
お
い

て
町
民
の
要
望
、国
の
動
向

や
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て

事
業
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　
財
源
確
保
の
見
通
し

と
努
力
は
。ま
た
、債
務
の
返

済
計
画
は
。

町
長　
町
税
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る一方
で
、普
通
交
付
税

は
増
加
傾
向
で
す
。

予算編成に財源確保の努力をQ
Ａ 特定財源を活用します

佐
さ

藤
とう

　弘
ひろのぶ

信 議員

　
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成

時
期
を
迎
え
ま
す
。町
民
の

暮
ら
し
を
直
接
左
右
す
る
重

要
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ

り
、そ
の
裏
付
け
と
な
る
財

源
の
確
保
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

佐
藤　
新
年
度
の
予
算
編
成

に
対
す
る
基
本
方
針
は
何
か
。

町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
継
続
を
想

定
す
る
と
同
時
に
、第
７
次

振
興
計
画
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

佐
藤　
第
７
次
振
興
計
画
で

特
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
は
。

町
長　
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
取
り
組
み
、新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
町
民
の
疲
弊
の
緩

和
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

間伐で整備された森林（大久田区）

道路工事が完了した町道竹貫田いわき線

　

事
業
の
実
施
に
お
い
て
、

国
県
補
助
金
や
地
方
債
な
ど

特
定
財
源
を
活
用
し
ま
す
。

　
償
還
の
ピ
ー
ク
は
、令
和

４
年
度
と
な
っ
て
お
り
、今
後

も
財
政
指
標
等
を
注
視
し
な

が
ら
、健
全
財
政
維
持
に
努

め
ま
す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

　
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
自

立
し
た
生
活
を
送
り
、
明
る

く
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
は

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
高
齢
者

の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
に
向
け
て
行
政
支
援
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

藁
谷　
町
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
何
人
か
。

町
長　
１
９
５
４
人
で
す
。

藁
谷　
町
の
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
と
合
併
処
理
浄
化
槽

整
備
率
は
何
％
か
。

町
長　
普
及
率
は
76
・
２
％

整
備
率
は
31
・
９
％
で
す
。

藁
谷　
町
の
公
衆
ト
イ
レ
は

何
カ
所
あ
る
の
か
。
そ
の
管

理
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

町の公衆トイレや公共施設トイレに
手すりなどの設置は

高齢者支援Q

Ａ 公共施設の洋式化と手すりの設置計画を
しており、公衆トイレは今後対応します

藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

高齢者交通安全

高齢者が運転する車に、踏み間違い時の
急発進抑制などをサポートする助成を検
討しては

Q

Ａ 本人の判断の中で対処いただきたい

町
長　
公
衆
ト
イ
レ
は
９
カ

所
あ
り
、
管
理
は
町
が
直
接

行
う
か
施
設
の
管
理
委
託
団

体
が
行
っ
て
い
ま
す
。
汲
み

取
り
等
の
経
費
は
町
で
支
出

し
て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
町
の
公
共
施
設
や
公

衆
ト
イ
レ
の
和
式
便
器
に
腰

掛
け
る
便
器
が
必
要
で
は
な

い
か
。

町
長　
和
式
便
器
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設

（
町
役
場
・
小
学
校
・
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
等
）
は
洋

式
化
を
順
次
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

藁
谷　
遊
里
工
房
の
仮
設
ト

イ
レ
の
管
理
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

町
長　
町
と
大
久
田
区
で
管

理
・
運
営
に
つ
い
て
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
仮
設
ト
イ
レ

の
管
理
は
大
久
田
区
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
私
道
に
、
防
犯
灯
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
費
用
を

助
成
す
る
考
え
は
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

汚
水
処
理
人
口
普
及
率

　
農
業
集
落
排
水
施
設
等
を
利

用
で
き
る
人
口
に
、
合
併
処
理

浄
化
槽
を
利
用
し
て
い
る
人
口

を
加
え
た
値
を
総
人
口
で
除
し

て
算
定
し
た
、
汚
水
処
理
施
設

の
普
及
状
況
の
指
標
。

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
率

　
合
併
処
理
浄
化
槽
に
係
る
整

備
人
口
の
総
人
口
に
対
す
る
割

合
。

用
語
チ
ェッ
ク

用
語
チ
ェッ
ク

憩いの森公園の公衆トイレ
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昨
年
12
月
補
正
で
実
施
し

た
土
地
買
収
に
関
し
て
、
今

年
の
各
定
例
会
の
議
案
審
議

と
一
般
質
問
に
お
い
て
随
時

質
し
て
き
ま
し
た
。「
土
地

取
得
が
必
要
火
急
な
の
か
、

公
金
支
出
が
妥
当
だ
っ
た
の

か
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

岡
部　
第
１
点
、
土
地
売
買

申
し
出
が
地
権
者
で
は
な
い

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
第
２
点
、
売
買
協
議
は
誰

が
対
応
し
、
最
終
決
定
者
は

誰
か
。

　
第
３
点
、
協
議
お
よ
び
決

定
の
時
点
で
税
金
滞
納
問
題

は
出
な
か
っ
た
の
か
。

　
第
４
点
、
取
得
時
に
崖
地

に
つ
い
て
の
対
応
が
迫
ら
れ

る
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
の

か
。

土地買収

一 般 質 問一 般 質 問

　

第
５
点
、
土
地
取
得
は
、

施
策
実
施
の
た
め
必
要
火
急

だ
っ
た
の
か
。

　
第
６
点
、
こ
の
土
地
は
令

和
４
年
度
主
要
事
業
と
ど
う

関
連
し
て
く
る
の
か
。

町
長　
定
例
会
等
で
説
明
し

た
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
現

在
、
令
和
４
年
度
の
予
算
編

成
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

　
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
年
末
と
な
り
、
自
粛
と
不

安
の
中
で
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
現
時
点
で
の
施

策
実
施
状
況
と
引
き
続
く
方

向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

岡
部　
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接

種
の
予
定
と
、
３
回
目
へ
の

不
安
や
12
歳
以
下
の
子
ど
も

た
ち
の
声
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

小学生の稲刈り体験（田口字石畑地内）

町
長　
接
種
予
定
は
流
動
的

な
面
が
多
く
、
国
の
動
向
を

注
視
し
計
画
を
固
め
、
お
知

ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
５
歳
か
ら
11
歳
の
小
児

に
つ
い
て
は
石
川
郡
医
師
会

と
協
議
中
で
す
。

岡
部　
米
価
下
落
、
燃
料
費

値
上
が
り
へ
の
支
援
策
は
。

町
長　
燃
料
費
支
援
は
国
の

動
向
も
見
据
え
て
検
討
し
ま

す
。

岡
部　
福
祉
避
難
所
へ
の
支

援
人
材
確
保
は
調
整
済
み
と

の
こ
と
。
人
的
体
制
の
内
容

は
。

町
長　
福
祉
避
難
所
は
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
職

員
が
対
応
し
ま
す
。

投資的土地取得の有り様と問題点はQ
Ａ 定例会等で説明したとおりです

町　政

現在取り組み中の施策と今後に
向けた考え方は

Q

Ａ 国の動向を注視して計画します

岡
おか

部
べ

　淳
じゅんいち

一 議員

岡
部　
重
度
心
身
障
が
い
者

や
ひ
と
り
親
へ
の
医
療
費
現

物
払
い
の
実
施
予
定
は
。

町
長　
現
在
は
償
還
払
い
で

す
。

岡
部　
町
内
建
築
物
に
お
い

て
、
課
税
な
ど
に
つ
い
て
主

張
が
食
い
違
う
事
例
が
あ
る
。

そ
の
状
況
把
握
は
。

町
長　
特
に
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。

岡
部　
過
日
、
町
議
員
、
議

長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
元

議
員
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
町
長
の
感
想

は
。

町
長　
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控

え
ま
す
。
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松
崎　
町
民
の
健
康
維
持
に

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て

い
る
の
か
。

町
長　

生
活
習
慣
病
の
発

症
・
重
症
化
予
防
の
た
め
、

教
室
や
訪
問
に
よ
り
運
動
や

栄
養
指
導
を
行
い
、
病
気
の

早
期
発
見
・
治
療
を
目
的
に

各
種
検
診
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
か
ら
歯
科
健

診
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

松
崎　
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
の
方
策
は
。

町
長　
健
康
教
育
や
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
事
業
、
関
係

機
関
と
情
報
連
携
し
、
町
民

の
健
康
寿
命
延
伸
を
図
り
ま

す
。

沢浄水場付近の土石流危険渓流

今年度より始まったロコモ予防教室

松
崎　
道
の
駅
に
出
荷
し
て

い
る
人
の
高
齢
化
が
進
む
中

持
続
し
て
出
荷
し
て
も
ら
う

方
策
は
。

町
長　
栽
培
講
習
会
を
開
催

し
、
新
た
な
品
目
へ
の
取
り

組
み
、
新
規
就
農
者
や
定
年

を
迎
え
た
方
な
ど
が
、
新
た

な
出
荷
者
に
な
れ
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

松
崎　
料
理
に
使
う
彩
り
の

た
め
の
、
つ
ま
も
の
、
花
な

ど
の
出
荷
の
た
め
の
市
場
調

査
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
の

か
。

町
長　
過
去
に
先
進
地
へ
の

視
察
や
市
場
で
の
情
報
収
集

を
行
っ
た
経
緯
は
あ
り
ま
す
。

町
長　
大
部
分
は
国
有
林
で

森
林
は
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
る
た
め
、
想
定
さ
れ
る
降

雨
等
で
の
保
水
力
は
確
保
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

松
崎　
停
電
や
災
害
の
際
の

町
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
、
サ
ー

バ
ー
な
ど
の
、
不
調
な
時
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
万
全
か
。

町
長　
町
の
通
信
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
非
常
時
等

に
お
い
て
も
対
応
い
た
だ
い

て
お
り
、
サ
ー
バ
ー
に
つ
い

て
は
、
無
停
電
電
源
装
置
お

一 般 質 問一 般 質 問

松
崎　
上
下
水
道
で
耐
用
年

数
を
超
え
て
老
朽
化
し
て
い

る
本
管
は
あ
る
の
か
。

町
長　
耐
用
年
数
を
超
え
て

い
る
本
管
は
な
い
と
捉
え
ま

す
。

松
崎　
沢
浄
水
場
付
近
は
土

石
流
危
険
渓
流
だ
が
、
大
雨

の
際
の
山
の
保
水
力
は
大
丈

夫
か
。

松
まつざき

崎　法
のりみち

通 議員

高齢化に向けた健康維持対策と
道の駅への出荷方策は

高齢者対策

施設維持

Q

Ａ 運動、栄養指導の実施
栽培講習会の開催

町のライフラインの維持管理と対応はQ
Ａ 業務が継続できる体制をとっています

「
大
網
庵
を
観
光
の
拠

点
に
」
の
質
問
も
行
い

ま
し
た
。

そ
の
他

質
の

問

よ
び
非
常
用
電
源
で
あ
る
発

電
機
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
別
機
器
へ
フ
ァ
イ

ル
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う

な
ど
、
業
務
が
継
続
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
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Q　令和２年１２月一般質問から
農業機械導入等への支援は農業機械導入等への支援はテーマ

A　町長答弁
　ライスセンターを営む者への機械導入等の支援は。

国県等の補助事業が該当するものについては支援し
たいと考えています。

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.56

ライスセンターなどの農業機械導入（色彩選別機・計量機）
に対して費用の3分の2を助成

　カメムシの被害などで必要となった「色彩選別機」や「計量機」を導入したラ
イスセンターなどに、費用の３分の２が助成されました。

その後のその後の
対　　応対　　応

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター

稲作農家の方への
支援になるね

田口ライスセンターで導入された色彩選別機 論田ライスセンターで導入された計量機
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古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

＊会社設立の歴史と組織を教えてください。＊会社設立の歴史と組織を教えてください。

昭和50年創業
　平成元年４月に法人化し、県内に２工場、１営業所があり、岩手・秋田・青森の３工場を合わせて約
160名の従業員の皆さんと土木、建築、造園資材の加工、販売を行っています。造園業などは「力仕事」
と思われがちですが、機械化が進み、若い方や女性も活躍しています。
　町内の方を中心に雇用し、地元の経済発展に貢献したいと考えています。

林業の町「古殿」の一端を担っていきます。
　鏡石工場においては、銘木、ログハウスの展示・
販売等、ゴルフの練習場の経営も行っております。
　特にログハウスはコロナ禍などによる生活様式の
変化により交流の場として求める方に人気で、木の
ぬくもりの良さが見直されています。
　木の良さを町内外に発信し、林業の町「古殿」の
一端を担っていきます。

“ 町政を知るよい機会”“ 町政を知るよい機会”
議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

Ｎｏ.６

次回の
定例会 3月上旬

今回紹介するのは、今回紹介するのは、「遠藤林業㈱」「遠藤林業㈱」  の皆さんです。の皆さんです。 

販売されたログハウス販売されたログハウス

事務職員の皆さん事務職員の皆さん

＊�会社における基本的な考え方は何で＊�会社における基本的な考え方は何で
すか。すか。




